
二
月
十
五
日
　
バ
タ
ー
ン
半
島
上
陸
開
始
、
コ
レ
ヒ
ド
ー

ル
に
落
下
傘
部
隊
降
下
、
洞
窟
陣
地
自
爆

二
月
二
十
三
日
　
マ
ニ
ラ
旧
市
城
内
に
突
入

三
月
十
日
よ
り
比
島
諸
島
（
ミ
ン
ダ
ナ
オ
・
セ
ブ
島
）
を

占
領
開
始
。

三
月
中
旬
よ
り
地
上
戦
闘
焦
点
は
バ
ギ
オ
か
ら
バ
レ
テ
峠

の
山
岳
地
帯
に
移
る
。
方
面
軍
は
山
岳
地
帯
に
立
籠

り
永
久
抗
戦
、
終
戦
に
至
る
。

比
島
作
戦
の
米
軍
死
傷
者
不
明
者
六
万
六
百
余
。

比
島
フ
ガ
島
戦
に
つ
い
て
　 

滋
賀
県
　
船
橋
利
平
　 

私
は
大
正
十
二
年
十
月
十
七
日
生
ま
れ
で
、
昭
和
十
八
年
徴

集
の
第
一
補
充
兵
役
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
十
九
年
二
月
一
日
召

集
令
状
に
よ
り
敦
賀
歩
兵
第
一
一
九
連
隊
に
応
召
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
敦
賀
、
京
都
の
連
隊
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
各
二
個
大
隊

ず
つ
で
独
立
混
成
第
六
十
一
旅
団
（
旅
団
長
・
田
島
彦
太
郎
少

将
）
が
編
成
さ
れ
、
七
月
三
十
一
日
各
地
よ
り
門
司
に
集
結
、

混
成
鎧
第
一
〇
二
九
四
部
隊
（
総
人
員
五
千
七
百
名
）
と
な
り

八
月
二
日
「
照
国
丸
」
に
乗
船
、
夕
方
門
司
港
を
出
航
し
、
五

島
列
島
に
二
十
八
隻
の
船
団
が
集
結
、
八
月
四
日
、
祖
国
を
後

に
一
路
南
下
し
ま
し
た
。

敵
潜
水
艦
の
執
拗
な
攻
撃
や
悪
天
候
に
苦
し
め
ら
れ
、
船
団

の
約
半
数
が
支
那
方
面
に
転
進
、
ま
た
二
隻
が
撃
沈
さ
れ
る
な

ど
、
多
く
の
犠
牲
を
出
し
ま
し
た
が
、
八
月
十
日
、「
照
国
丸
」

な
ど
は
台
北
基
隆
港
に
■
り
着
き
ま
し
た
（
文
字
通
り
■
り
着

い
た
と
い
う
感
じ
で
あ
る
）

。

そ
の
後
、
高
雄
港
に
移
り
待
機
し
て
い
た
が
、
昭
和
十
九
年

九
月
十
日
ご
ろ
突
然
先
発
隊
に
出
発
命
令
が
出
さ
れ
、
八
十
名

余
り
の
先
発
隊
が
四
隻
の
機
帆
船
に
分
乗
し
、
十
二
日
夜
高
雄

港
を
後
に
南
下
、
バ
シ
ー
海
峡
を
無
事
通
過
し
バ
タ
ン
諸
島
の

バ
タ
ン
島
バ
ス
コ
に
到
着
し
ま
し
た
。
こ
の
島
に
は
南
方
軍
師

団
司
令
部
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

兵
隊
は
椰
子
の
木
陰
に
幕
舎
（
携
帯
用
天
幕
）
を
張
り
、
数

日
を
過
ご
す
。
食
料
は
現
地
民
の
民
家
か
ら
ニ
ワ
ト
リ
、
卵
を

調
達
。
衣
類
と
の
物
々
交
換
で
す
。
こ
の
島
に
も
敵
艦
載
機
二



機
が
毎
日
定
期
的
に
飛
来
し
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
軍
は
全
く

無
抵
抗
で
あ
る
。
万
一
、
銃
撃
し
た
場
合
我
が
軍
の
被
害
が
大

き
い
か
ら
で
あ
る
。
十
六
日
夜
、
再
び
機
帆
船
で
フ
ガ
島
に
向

か
い
ま
し
た
。

翌
朝
、
フ
ガ
島
ビ
ラ
ビ
セ
ン
タ
ー
に
上
陸
、
す
で
に
日
本
の

工
兵
隊
に
よ
っ
て
桟
橋
が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
椰
子

林
の
中
に
洋
風
の
建
物
、

ス
ペ
イ
ン
人
一
族
の
住
ま
い
で
あ
る
。

現
地
民
は
姿
を
消
し
、
た
だ
野
牛
の
み
が
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

我
々
は
ビ
ラ
ビ
セ
ン
タ
ー
椰
子
林
に
仮
兵
舎
を
作
り
ま
し
た
。

十
月
二
日
、
後
続
部
隊
が
上
陸
用
舟
艇
に
分
散
し
フ
ガ
島
に

上
陸
、
第
四
〇
七
大
隊
七
百
名
が
守
備
に
着
き
ま
し
た
が
、
熾

烈
な
る
砲
声
を
聞
か
さ
れ
る
こ
と
度
々
。
北
部
ル
ソ
ン
島
の
ア

バ
リ
が
手
に
取
る
よ
う
に
見
え
（
海
上
約
六
里
）

、
ま
た
西
方

洋
上
に
か
す
か
に
カ
ミ
ギ
ン
島
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
フ

ガ
島
の
前
に
マ
バ
ッ
ク
島
、
バ
リ
ッ
ト
島
（
無
人
島
）

、
そ
の
間

が
ム
サ
島
で
あ
る
。

フ
ガ
島
は
周
囲
二
〇
里
程
度
で
、
島
ぐ
る
み
野
牛
の
放
牧
場

で
あ
る
。
こ
の
島
は
ス
ペ
イ
ン
人
一
族
が
支
配
し
現
地
民
を
駆

使
し
、
原
始
的
な
捕
獲
で
牛
を
捕
り
丸
木
舟
に
乗
せ
フ
ィ
リ
ピ

ン
市
場
（
ア
パ
リ
）
に
送
り
、
物
々
交
換
（
主
に
衣
類
）
で
全

島
民
の
生
活
を
支
え
て
い
る
。
現
地
民
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
開
墾

し
陸
稲
、
野
菜
を
栽
培
し
、
住
居
は
立
ち
木
を
利
用
、
屋
根
は

ヤ
シ
の
葉
を
重
ね
、
床
は
丸
太
を
組
み
合
わ
せ
、
草
を
敷
き
詰

め
た
簡
単
な
も
の
。
上
衣
は
身
に
付
け
な
い
。
男
は
半
ズ
ボ
ン
、

女
は
腰
に
布
を
巻
き
、
子
供
か
ら
老
人
ま
で
素
足
で
あ
る
。

生
き
も
の
と
し
て
は
野
牛
の
ほ
か
ワ
ニ
、
ト
カ
ゲ
（
六
尺
ぐ

ら
い
）

、
ヘ
ビ
、
蜜
蜂
、
ニ
ワ
ト
リ（
木
の
上
に
巣
を
作
る
）

、

ロ
バ
も
い
る
。

島
に
は
道
も
な
く
も
ち
ろ
ん
店
も
な
い
。
通
貨
は
全
く
必
要

な
い
。
島
内
で
の
交
通
用
具
は
ロ
バ
で
あ
り
彼
等
は
大
事
に
飼

育
し
て
い
る
。
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
は
熱
帯
樹
、
竹
や
籐
が
茂
り
ハ

ブ
も
生
息
し
て
い
る
と
聞
く
。
こ
の
島
に
は
山
地
が
な
く
た
だ

中
央
部
西
に
百
九
十
一
メ
ー
ト
ル
の
ナ
ン
グ
リ
ガ
ン
山
が
あ
る

だ
け
。
平
坦
地
の
立
地
条
件
か
ら
米
軍
の
飛
行
基
地
（
本
土
爆

撃
）
と
し
て
反
攻
す
る
可
能
性
に
備
え
、
我
々
が
派
遣
さ
れ
た

の
で
す
。

ビ
ラ
ビ
セ
ン
タ
ー
の
ス
ペ
イ
ン
人
の
本
館
は
玄
関
よ
り
入
っ

た
と
こ
ろ
が
大
玄
関
で
、
中
央
に
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
、
正
面
に



大
型
の
掛
け
時
計
、
左
側
に
書
棚
、
印
刷
機
が
あ
る
。
奥
の
部

屋
が
食
堂
、
右
側
に
二
階
に
通
ず
る
階
段
が
あ
っ
た
。
二
階
は

娯
楽
室
、
寝
室
、
子
供
部
屋
に
区
分
さ
れ
、
本
館
裏
に
は
食
糧

倉
庫
、
自
家
発
電
設
備
等
も
整
い
、
窓
は
す
べ
て
色
ガ
ラ
ス
、

大
変
立
派
な
建
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
本
館
を
大
隊
本
部
の
宿
舎

に
接
収
し
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

本
隊
が
上
陸
し
た
数
日
後
、
敵
の
偵
察
機
が
飛
来
し
始
め
た

の
で
あ
る
。
兵
の
人
影
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
煙
を
出
す
こ
と
す

ら
禁
じ
ら
れ
、
我
々
は
陣
地
構
築
の
作
業
に
毎
日
追
わ
れ
ま
し

た
。あ

る
日
の
昼
下
が
り
、
三
時
ご
ろ
で
あ
っ
た
。「
敵
機
発
見
、

四
時
の
方
向
よ
り
九
時
の
方
向
四
機
進
行
」
と
歩
■
か
ら
の
連

絡
を
受
け
「
全
員
戦
闘
配
置
に
付
け
」
の
命
令
。
四
機
の
う
ち

三
機
は
バ
タ
ン
諸
島
の
方
向
に
姿
を
消
し
、
一
機
が
島
影
に

沿
っ
て
地
上
す
れ
す
れ
の
低
空
で
頭
上
に
飛
来
し
ま
し
た
。
グ

ラ
マ
ン
で
あ
る
。
鼻
頭
の
高
い
操
縦
者
、
機
銃
掃
射
に
よ
り
付

近
に
は
銃
弾
、
薬
■
、
火
薬
の
匂
い
。
い
つ
し
か
両
手
の
親
指

は
銃
機
の
押
鉄
を
押
し
対
空
射
撃
（
連
続
し
て
銃
弾
発
射
）

、

敵
機
は
何
回
と
な
く
旋
回
し
攻
撃
し
て
く
る
。
爆
弾
投
下
、
ス

ペ
イ
ン
人
館
に
命
中
、
凄
ま
じ
い
炸
裂
音
と
と
も
に
館
は
炎
上
、

あ
た
り
一
面
は
火
の
海
と
化
し
、
逃
げ
る
に
逃
げ
よ
う
が
な
く

生
き
た
心
地
は
全
く
な
く
、
ハ
ッ
と
気
付
き
押
鉄
よ
り
指
を
離

す
。
ど
れ
だ
け
の
時
は
流
れ
た
か
、
銃
身
は
真
っ
赤
に
焼
け
、

も
は
や
使
用
不
能
で
あ
る
。

こ
れ
が
フ
ガ
島
ビ
ラ
ビ
セ
ン
タ
ー
初
の
空
襲
で
あ
っ
た
。
周

囲
の
椰
子
林
、
兵
舎
と
も
に
吹
き
飛
び
、
焼
け
野
原
で
あ
る
。

敵
機
は
去
り
我
に
か
え
り
あ
た
り
を
見
渡
す
。
至
る
所
に
火
は

燃
え
煙
が
立
ち
込
め
、
生
存
者
の
姿
は
一
人
も
見
当
ら
ず
、
た

だ
ボ
ォ
ー
と
し
て
い
た
。
静
ま
っ
た
夕
方
近
く
の
ジ
ャ
ン
グ
ル

か
ら
一
人
二
人
と
日
本
兵
が
姿
を
現
わ
す
。
誰
し
も
無
言
の
ま

ま
み
な
震
え
て
い
る
。
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
初
め
て
経
験
し
た

た
め
で
あ
る
。
五
十
嵐
分
隊
長
も
無
傷
で
姿
を
出
し
ま
し
た
。

無
残
な
日
本
兵
の
死
者
、
頭
が
、
片
手
片
腕
が
、
ま
た
肉
の

塊
が
飛
び
散
り
、
そ
の
中
に
野
牛
、
ト
カ
ゲ
、
ヘ
ビ
、
鶏
が
散

乱
し
手
の
つ
け
よ
う
が
な
い
。
ま
ず
負
傷
者
の
救
出
に
当
た
る
。

足
の
踏
み
場
も
な
い
修
羅
場
で
あ
る
。
倒
れ
た
椰
子
の
葉
の
下

か
ら
ウ
ン
ウ
ン
と
か
す
か
な
う
め
き
声
、
側
へ
寄
っ
て
み
る
と

腹
を
破
片
で
や
ら
れ
、
内
臓
が
外
に
出
て
い
る
。
そ
の
側
で
戦



友
が
自
分
の
腹
巻
晒
を
彼
の
腹
に
巻
き
、
懸
命
に
内
臓
を
腹
中

に
納
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
助
か
る
も
の
な
ら
助
け
よ
う
、
真

剣
な
こ
の
兵
隊
こ
そ
尊
い
戦
友
愛
の
発
露
で
あ
る
。
実
に
頭
の

下
が
る
思
い
が
す
る
。
こ
の
兵
隊
は
我
が
三
中
隊
の
堀
好
太
郎

一
等
兵
で
あ
り
、
翌
夜
、
彼
の
遺
体
を
火
葬
に
し
た
の
も
堀
一

等
兵
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
の
負
傷
者
三
名
、
戦
死
者
は
百
七
十
三
名
、
一
個
中

隊
以
上
の
死
者
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
兵
器
、
弾
薬
、

糧
■
に
至
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
が
消
失
、
敵
機
一
機
の
爆
撃
に
よ

り
こ
れ
ほ
ど
の
被
害
を
蒙
っ
た
こ
と
は
、
比
島
戦
史
上
な
か
っ

た
こ
と
と
思
う
。

以
後
毎
日
朝
、
昼
、
夕
方
と
敵
の
偵
察
機
が
飛
来
、
完
全
に

米
軍
に
制
空
権
を
奪
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
糧
■
の
補
給
も
望
む

べ
く
も
な
く
自
給
自
足
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
米
食
は
全
く
な
く
、
野
牛
肉
が
常
食
と
な
り
野
菜

は
欠
乏
、
た
だ
野
生
の
ボ
ケ
の
実
の
よ
う
な
果
物
に
救
わ
れ
ま

し
た
。
あ
る
と
き
は
ヘ
ビ
の
肉
、
ト
カ
ゲ
、
パ
パ
イ
ヤ
の
木
の

芯
ま
で
も
食
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

度
重
な
る
空
襲
に
よ
り
、
島
内
の
至
る
所
で
敵
機
銃
に
う
た

れ
爆
弾
の
直
撃
に
よ
り
重
傷
を
負
う
な
ど
、
日
に
日
に
死
者
は

増
え
る
ば
か
り
で
、
ま
た
熱
帯
性
マ
ラ
リ
ア
、
栄
養
失
調
に

よ
っ
て
倒
れ
る
者
や
病
人
も
増
え
て
き
た
。

敵
機
は
主
と
し
て
グ
ラ
マ
ン
、
双
胴
の
ロ
ッ
キ
ー
ド
を
始
め

艦
載
機
、
偵
察
機
だ
っ
た
が
、
度
々
の
空
襲
で
地
上
が
一
変
し

た
こ
ろ
、
日
本
本
土
空
襲
の
帰
路
Ｂ
２
４
が
ア
ボ
グ
ン
近
く
に
墜

落
、
炎
上
し
た
。
搭
乗
員
十
一
名
中
三
名
が
生
き
残
っ
た
。
こ

れ
が
救
出
の
た
め
米
軍
捜
索
隊
の
出
動
と
な
り
昼
間
は
飛
行
艇

に
よ
る
見
張
り
、
夜
は
信
号
弾
に
よ
る
合
図
の
取
り
交
わ
し
、

や
た
ら
と
救
援
物
資
も
投
下
さ
れ
た
。
こ
の
中
に
は
無
線
機
、

ゴ
ム
舟
艇
か
ら
食
料
品
、
甘
味
品
は
も
ち
ろ
ん
、
飲
料
水
の
缶

詰
、
魚
釣
用
具
一
式
ま
で
も
含
ま
れ
て
い
た
の
に
は
驚
か
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
物
資
は
ほ
と
ん
ど
我
が
軍
の
手
中
に
帰
し
、
思

わ
ぬ
贈
り
物
に
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
か
ら
の
陣
中
見
舞
だ
と
い
っ

て
笑
い
な
が
ら
分
け
合
い
ま
し
た
。

数
日
後
、
米
掃
海
艇
に
乗
っ
た
兵
隊
の
一
部
が
ア
ボ
グ
ン
西

海
岸
の
砂
浜
に
上
陸
中
を
、
四
中
隊
が
奇
襲
攻
撃
し
た
。
大
多

数
の
米
兵
は
ロ
ー
プ
伝
い
に
艇
に
戻
っ
た
が
、
逃
げ
遅
れ
た
四

名
を
捕
ら
え
た
。
一
か
月
後
の
終
戦
を
知
る
由
も
な
く
、
こ
の



四
名
の
捕
虜
を
旅
団
命
令
に
従
い
銃
殺
し
た
の
で
あ
る
。

七
月
三
十
日
フ
ガ
島
戦
は
終
止
符
を
と
げ
る
に
至
っ
た
。

翌
々
日
の
八
月
一
日
、
第
四
中
隊
の
徳
照
中
尉
以
下
数
名
で
実

地
検
証
に
赴
い
た
。
ア
ボ
グ
ン
奥
の
ス
ペ
イ
ン
人
別
荘
近
く
で

米
軍
飛
行
士
を
か
く
ま
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
洞
窟
が
確
認
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
や
は
り
ス
ペ
イ
ン
人
の
日
本
軍
に
対
す
る
裏

切
り
が
う
な
ず
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

終
戦
後
、
目
前
か
ら
敵
の
機
銃
掃
射
も
止
み
、
爆
弾
に
代
っ

て
（
落
下
傘
）
ニ
ュ
ー
ス
Ｂ
四
版
ぐ
ら
い
の
新
聞
が
島
全
土
に

ま
か
れ
た
。
一
面
に
は
昭
和
天
皇
の
顔
写
真
、
終
戦
の
詔
勅
、

裏
面
に
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
内
容
が
克
明
に
印
刷
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
我
々
は
信
じ
ら
れ
る
よ
う
な
、
信
じ
切
れ
な
い
よ

う
な
思
い
で
あ
っ
た
。

八
月
十
五
日
、
参
謀
本
部
か
ら
の
第
一
報
は
「
終
戦
の
詔
書

を
拝
し
恐
縮
に
堪
え
ず
。
バ
タ
ン
、
パ
プ
ヤ
ン
諸
島
の
将
兵
は

捕
虜
に
な
り
た
る
に
あ
ら
ず
、
神
州
の
不
滅
を
信
じ
隠
忍
自
重

せ
よ
」
と
解
読
さ
れ
た
。
こ
の
知
ら
せ
が
報
じ
ら
れ
、
初
め
て

生
き
て
い
る
喜
び
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。

九
月
二
日
早
朝
、
武
器
、
弾
薬
、
兵
器
ほ
か
す
べ
て
ビ
ラ
ビ

セ
ン
タ
ー
に
集
積
し
、
奉
還
式
が
行
わ
れ
、
兵
一
人
一
人
が
三

八
式
歩
兵
銃
を
中
隊
長
に
差
し
出
し
、
そ
の
横
で
鉄
工
兵
が
タ

ガ
ネ
で
菊
の
ご
紋
章
を
つ
ぶ
し
た
。
ま
も
な
く
米
軍
の
大
型
上

陸
用
舟
艇
が
到
着
、
弾
薬
、
兵
器
類
は
海
中
に
投
棄
し
た
。
そ

の
後
、
我
々
は
ル
ソ
ン
島
の
カ
ラ
ン
バ
ン
捕
虜
収
容
所
に
移
さ

れ
た
。

次
第
に
体
力
も
回
復
し
た
こ
ろ
、
フ
ガ
島
の
日
本
兵
は
幕
舎

前
に
整
列
せ
よ
と
の
命
令
が
き
た
。
首
実
験
で
あ
る
。
こ
の
時
、

フ
ガ
島
よ
り
き
た
ス
ペ
イ
ン
人
首
長
と
数
名
の
現
地
民
に
よ
る

顔
確
認
が
三
日
間
続
け
ら
れ
た
。
前
記
し
た
米
軍
掃
海
艇
の
兵

処
刑
に
か
か
る
件
で
あ
っ
た
。

独
立
混
成
第
六
十
一
旅
団
長
・
田
島
彦
太
郎
少
将
は
マ
ニ
ラ

軍
事
法
廷
（
比
島
米
軍
軍
事
委
員
会
法
廷
）
に
お
い
て
、
フ
ガ

島
で
の
米
兵
処
刑
の
件
及
び
サ
ブ
タ
ン
島
守
備
隊
十
二
名
を
虐

殺
し
、
そ
の
死
体
を
海
中
に
投
棄
せ
る
ゲ
リ
ラ
を
討
伐
関
係
者

が
虐
殺
し
処
刑
せ
る
件
、
以
上
二
件
で
起
訴
さ
れ
、
昭
和
二
十

一
年
四
月
絞
首
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。

【
解

説
】



執
筆
者
の
所
属
の
、
独
立
歩
兵
第
六
十
一
旅
団
は
京
都
師
団

管
区
に
お
い
て
、
昭
和
十
九
年
七
月
十
日
編
成
さ
れ
た
部
隊
で

あ
り
、
部
隊
編
成
表
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

旅
団
長
　
陸
軍
中
将
　
田
島
彦
太
郎
（
陸
士
第
二
七
期
）

参

謀
　
陸
軍
少
佐
　
亀
本
哲

独
立
歩
兵
第
四
〇
五
大
隊

長
　
中
林
清
信
少
佐

独
立
歩
兵
第
四
〇
六
大
隊

長
　
神
保
袈
裟
雄
少
佐

独
立
歩
兵
第
四
〇
七
大
隊

長
　
田
中
光
次
少
佐

独
立
歩
兵
第
四
〇
八
大
隊

長
　
西
川
与
三
治
少
佐

独
立
歩
兵
第
四
〇
九
大
隊

長
　
岡
井
胤
吉
大
尉

旅
団
砲
兵
隊
、
旅
団
工
兵
隊
、
旅
団
通
信
隊
、

及
び
昭
和
十
九
年
八
月
二
十
六
日
、
台
湾
軍
よ
り
編
入
の
、

独
立
歩
兵
第
三
〇
二
大
隊
長
　
酒
瀬
川
真
澄
大
尉

以
上
、
六
個
独
立
歩
兵
大
隊
基
幹
の
独
立
混
成
旅
団
で
あ
る

（
一
般
に
は
五
個
大
隊
編
成
）

。

任
地
に
つ
い
て
は
、
題
名
に
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ル
ソ
ン
島

北
部
、
バ
プ
ヤ
ン
の
島
で
あ
る
。
文
中
に
あ
る
よ
う
に
、
海
上

約
六
里
の
所
に
北
部
ル
ソ
ン
島
が
手
に
取
る
よ
う
に
見
え
る
し
、

西
方
洋
上
に
ミ
カ
ギ
ン
島
を
見
、
周
囲
に
は
小
島
が
点
在
す
る

と
い
う
。
フ
ガ
島
は
バ
プ
ヤ
ン
諸
島
の
中
心
的
島
嶼
で
あ
り
、

北
方
に
バ
タ
ン
諸
島
、
更
に
北
に
は
台
湾
と
の
間
に
あ
る
バ

シ
ー
海
峡
が
存
在
す
る
と
い
う
戦
略
上
の
要
点
で
あ
る
。

し
か
し
、
同
旅
団
は
、
南
方
軍
―
第
十
四
方
面
軍
（
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
山
下
奉
文
大
将
）
の
隷
下
部
隊
で
は
な
く
、
第
十
方
面

軍
（
台
湾
）
の
隷
下
で
あ
る
。

第
十
方
面
軍
は
御
存
知
の
如
く
、
沖
縄
玉
砕
の
第
三
十
二
軍

（
第
二
十
四
、
第
六
十
二
師
団
、
独
立
混
成
第
四
十
四
旅
団
は

沖
縄
本
島
で
玉
砕
。
第
二
十
八
師
団
、
独
立
混
成
第
五
十
九
、

第
六
十
旅
団
は
宮
古
島
。
独
立
混
成
第
四
十
五
旅
団
は
石
垣

島
）他

に
方
面
軍
直
轄
と
し
、
第
九
（
武
）

、
第
十
二（
剣
）

、
第

五
十
（
■
）

、
第
六
十
六（
敢
）

、
第
七
十
一（
命
）
の
各
師
団

及
び
独
立
混
成
第
七
十
五
（
興
）

、
第
七
十
六（
律
）

、
第
百

（
磐
石
）

、
第
百
二（
八
幡
）

、
第
百
三（
破
竹
）

、
第
百
十
二

（
雷
神
）
の
独
立
混
成
旅
団
及
び
第
八
飛
行
師
団
、
第
七
船
舶

輸
送
司
令
部
が
あ
る
が
、
防
諜
名
「
鎧
」
の
独
立
混
成
第
六
十

一
旅
団
の
み
が
、
比
島
の
第
十
四
方
面
軍
に
隣
接
し
、
配
備
さ

れ
た
の
で
あ
る
。



フ
ガ
島
は
、
連
合
軍
艦
艇
船
及
び
航
空
機
に
常
に
襲
わ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
フ
ガ
島
こ
そ
は
、
米
軍
の
ル
ソ
ン
島
等
の
フ
ィ

リ
ピ
ン
諸
島
攻
略
、
台
湾
、
沖
縄
上
陸
に
と
っ
て
極
め
て
気
に

な
る
存
在
と
い
う
よ
り
も
、
足
に
刺
さ
る
棘
、
胸
元
に
突
き
付

け
ら
れ
た
短
刀
で
あ
っ
た
。

独
立
混
成
旅
団
、
独
立
歩
兵
大
隊
の
戦
闘
能
力
、
兵
備
は
常

設
師
団
の
第
九
、
第
十
二
等
と
比
較
に
な
ら
ぬ
警
備
用
の
も
の

で
あ
る
。
克
く
ぞ
小
部
隊
が
優
勢
な
連
合
軍
海
、
空
、
陸
軍
部

隊
に
対
抗
出
来
た
も
の
と
、
そ
の
功
を
た
た
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。




